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＜全体研究計画書について＞
１．全体研究計画書は、全研究期間（原則として５年間）の研究構想を中心に、基本計画、研究内容、研究体制、予算計画等を記載いただきます。
２．全体研究計画書は、研究実施に当たっての基本となり、課題評価（中間・事後）の基礎資料の一つとなります。
３．全体研究計画書は、研究総括の確認・承認後、確定となります。ただし、研究予算は毎年度見直しを行いますので、全体研究計画書に記載した研究費総額は、変更となる可能性があります。
４．全体研究計画書の作成・承認スケジュール
　※全体研究計画書は採択年度にのみ作成するものであり、原則として確定後の改訂は行いません。
　

	時期の目安
	事　項

	（採択年度）
９月上旬
	研究費総額（予定額）の決定
	（研究総括）

	９月上旬～９月末
	全体研究計画書の作成
	（研究代表者）

	
	全体研究計画書の確認及び承認
（研究総括確認後、計画書の修正の必要がある場合は、承認時期が遅れることがあります。）
	（研究総括）

	
	研究総括の承認後、確定の旨、研究代表者へ連絡
	（JST事務局）

	１０月１日
	研究開始
	（研究代表者）


研究計画書の作成にあたっては、別途資料の記載要領をご参照下さい。
１　基本構想
※背景、研究のねらい・着眼点、コンセプト、将来展望などを記入して下さい。（１～３ページ程度で記述）
１）研究の背景

革新的な水処理技術を踏まえた水利用システム創出のための学術展開

気候変動などにより深刻化すると予想される様々な水問題については、環境省における地球温暖化影響や適応策の検討、国土交通省における気候変動などによるリスクを踏まえた統合的水資源管理の中間とりまとめなどがある。また、水分野における革新的な処理技術開発については、NEDOによる省水型・環境調和型水循環プロジェクトの推進などが挙げられる。したがって、本研究提案では、政策や処理技術の開発研究だけに偏ることなく、それらの知見や成果を参照、活用しながら、水利用から見た水質評価や環境負荷低減を踏まえた技術評価を通じて、持続可能な水利用システムの創出に貢献できる学術を展開することを中心軸に据えている。

前 CREST 研究領域「水の循環系モデリングと利用システム」の成果の継承と発展

平成13年度からスタートした研究領域「水の循環系モデリングと利用システム」において実施された研究プロジェクトの成果を継承しながら、より具体的な水利用における課題を解決する研究を展開する。そのためにも、前CREST 研究活動メンバーを複合する形で研究組織を形成する。本提案の代表者の採択研究課題（平成14 年度）「リスク管理型都市水循環系の構造と機能の定量化」では、都市自己水源の利用推進のために、都市域での水収支、リスク発現物質の動態把握、水質リスク評価を行い、都市域水循環系の本来あるべき構造や有すべき機能を定量化した。その際、医薬品を含め、化学物質に特化して水質ラベリング手法を提案したが、今回の研究では、健康関連微生物のリスクも評価することや、水質形成の履歴や水質安定性を示す新規指標を創出することが有意義であると考えられる。
水利用から見た多様な水資源の新たな特性評価と都市圏水利用デザインの創出

アジア大都市圏において、安全で高い質の都市用水の安定的な供給の重要性は高い。都市に存在する水資源と流域の表流水との利用バランスのずれが水資源不足の原因とも言い換えられることから、多様な水利用と多様な水資源のマッチングが求められており、まさに水資源情報の交通整理が必要である。河川水やダム水などの「表流水」と、都市に存在する貴重なユビキタス型水資源である「雨水」、「地下水」、「再生水」の多面的な特性（量、質、その時空間変動性など）をわかりやすく整理すること、用途目的に応じた需要量予測と供給可能量の関係、質確保や水供給に絡んだ環境負荷低減・コストの視点を持ちながら、限りある水資源の適正に配置して、水利用システムをデザインする適応策を検討することが必要である。
２）研究の目標・ねらい

気候変動に由来する水資源の脆弱性を有するアジア大都市圏においては、精度向上が進められている気候モデル出力を最大限に活用して、流域圏の気象・水文変動予測とそれに基づく水資源量に加えて、水質の変動予測、その不確実性や不安定性を理解することがまず求められる。そして、あらためて雨水、地下水、再生水という都市自己水源の活用を見直す必要がある。そのために、流域水資源とこれら自己水源とのバランスがとれた水利用システム開発を目標に、水の安全性に関わる「病原微生物の総合リスク」の評価および、水質形成や水質安定性の指標となる「水質変容ポテンシャル」の評価を通じて、多様な水資源の量と質の特性を高度に情報化することを目指す。

また、温暖化対策や低炭素社会を目指す観点からは、水資源確保から水利用までに伴う環境負荷低減も必須であり、「環境パフォーマンス評価」なくしては、持続可能な水利用システムは提案できない。したがって雨水、地下水、再生水を明確に都市域のユビキタス型水資源として位置づけて、気象変動や流域特性に応じて、変動性や局在性を把握した上で、水利用や水需要の場との量的バランスと質的整合性をとり、調和した形で水資源を適正に配置すべきである。社会的には、水利用者の水の価値や評価の判断構造と、水利用行動や影響側面に対する選好との関係を理解することにより、利害関係者に対して求められる水利用デザインを新たに提案することにもつながるものと考えている。

２　研究の内容
　　

(1) 研究内容

※主要な研究項目毎に、研究のアプローチ、具体的手法、進め方などを記入して下さい。
（１～３ページ程度で記述）
※研究のマイルストーン（研究期間途上での研究の達成度の判断基準と時期）を含めて記載して下さい。
気候変動を想定した都市圏の水資源の利用戦略を創出するため、広域気候モデルを活用して流域圏の気象・水文変動予測を行い、流域水文・流出モデルによる水量と水質の変動予測を水利用システムに組み入れる。水資源の局在性に対応するため、ユビキタス型水資源である雨水、地下水、再生水の利用を見直す必要がある。新たな水質の評価軸として、水の履歴と病原ウイルス等の直接検出に基づく「病原微生物の総合リスク評価」、および水質形成や水利用時の水質安定性の指標となる「水質変容ポテンシャル評価」を提案する。さらに、水源から水利用までの「環境パフォーマンス評価」による環境コストの評価も踏まえて、「水の履歴書」を作成して水利用者に提示しながらコンジョイント分析や心理学モデルによる選好を考慮した水利用の最適化と合わせて、水利用の適正なデザインを行うスキームも提案する。そして、安全な生活用水供給と水を活かしたまちづくりのために、供給と需要との量的バランスと質的整合性から、調和した形で都市圏の水利用システムを新たに提案する。

流域圏水資源の脆弱性を考慮しながら、持続可能な調和型の都市圏水利用システムを開発するには、研究代表者を中心に総括グループを設けるとともに、５つの研究グループにて革新的な研究や技術開発が求められる

研究組織とグループ構成

０）総括グループ：古米、滝沢、石平、荒巻

１）水質評価グループ：古米、片山、栗栖、春日
研究項目「都市水利用における水質リスク評価と新規水質指標の創出」

２）流域水資源グループ（主たる共同研究者）石平、谷口、矢島

研究項目「気象変動を考慮した流域水資源の将来予測手法の開発」

３）都市雨水管理・利用グループ：古米、（主たる共同研究者）榊原、屋井

研究項目「都市雨水排水の多面的管理と雨水利用に向けた水質評価」

４）都市地下水管理・利用グループ：（主たる共同研究者）滝沢、林

研究項目「気候変動への対応を目的とした都市域の地下水管理」

５）都市水利用デザイン：（主たる共同研究者）荒巻、窪田、大瀧

研究項目「調和型水利用デザイン手法の開発と水利用シナリオの構築」

以下、総括グループと５つ研究グループごとに研究の内容と計画を記載する。

総括グループ：各グループの成果を束ねて水利用から見た水資源評価を行う。東京の荒川とハノイのホン川を対象流域として選定し、各グループの知見を有機的に結合し、社会に還元できる知として発信する。両流域では、水資源確保、水利用、水環境汚染などの状況が異なることを踏まえて、流域水資源や雨水に関しては、特に、対象流域における気象変動を考慮した量変動、空間分布と局在性、量制御の可能性などを評価する。また、浅層地下水と再生水に関しては、特に質変動、処理性、処理コストと環境負荷などを多面的に考慮して、水資源特性情報として評価する。その際、これらの解析や評価に必要となるデータや情報の質や解像度などの違いに依存する、評価値の変動幅や不確実性についても整理も行う。そして、これらの情報を最大限に活用しながら多様な水資源を調和して利用するシステム提案を行い、流域水資源と都市圏で利用可能な自己水源との適正配置に向けたとりまとめを行う。最終年度には、成果を取りまとめ、シンポジウムを開催する。
１） 水質評価G：「都市水利用における水質リスク評価と新規水質指標の創出」

表流水、雨水、涵養地下水、再生水を対象として、水質の安全性や安定性の評価を行う。病原微生物の健康リスク評価では、大腸菌を中心とする糞便汚染指標だけでなく病原ウイルスなども含めて安全性評価をする必要がある。水の履歴情報と、培養法と分子生物学的手法による微生物測定を組み合わせて微生物リスクを総合的に評価し、病原微生物の指標性評価、必要な水処理法の提示など安全確保の新しいスキームを提案する。

また、水質の時間的な変化は、微生物による有機物分解と生成により支配されていることから、微生物と有機物の相互関係性を双方から把握する必要がある。微生物解析では、安定同位体プローブ法、アイソトープアレイ法など同位体トレーサーを利用し、超高分解能のフーリエ変換質量分析計（FT-MS）を利用して有機物の安定化過程や生物分解の履歴を精密に解析することを試みる。微生物と有機物の特性情報とを統合化する「水質変容ポテンシャル」という斬新な指標を創出する。

２）流域水資源G：「気象変動を考慮した流域水資源の将来予測手法の開発」

気候モデルの出力を用いて、アジア地域における広域大気場の特徴の変化と，降水量、気温など流域の水量・水質の変化に影響を及ぼす因子の長期変化傾向や気候変化下における年々変動，季節進行を明らかにする。また、気候モデル出力値から領域気象モデルを用いた力学的ダウンスケーリングにより、流域水文・流出モデルの入力となる流域レベルでの気象外力データを整備する。さらに汚濁負荷解析の原単位法の見直しなども行い、水質予測機能を高度化した流域水文・流出モデルに入力することを想定している。水資源の観点から、水道水源として求められる水量や水質の予測は、平均的な水量や水質ではなく、渇水流量レベルでの水量やその期間における濁質や健康関連微生物などの濃度変動であり、流域水文・流出モデルの開発に際しては、それらに関するモデル推定の精度を充実させることが鍵となる。また、ダム湖や貯水池の水質も温暖化や気候変動に影響を受けることが想定され、水源としての湖沼・貯水池の水量、水質の気候変動シナリオに基づく将来の変化予測を高度化する。
３）雨水G：「都市雨水排水の多面的管理と雨水利用に向けた水質評価」

局地的な豪雨の頻発も想定され、都市域の浸水防止のため屋根雨水や道路排水の貯留や浸透対策の強化が検討されてきているが、一方で雨水は都市域のユビキタス型水資源である。その活用のためには水質に関する情報が非常に重要であり、重金属や病原微生物、さらには交通活動由来微量化学物質（窒素酸化物、炭化水素類、PFOSなど）の汚濁流出過程、汚染起源の同定、水質変化ダイナミクスを総合的に考慮する必要がある。

また、雨水は量的な時間変動が非常に大きい一方で、地下浸透することにより利用しやすい浅層涵養地下水になるが、屋根雨水とは異なり、道路排水については浸透過程での水質変容（例えば、重金属の脱吸着や形態変化、吸着競合）やそれに伴う地下水汚染リスクを明らかにしながら、雨水貯留・浸透による水利用における水質評価を行う。

４）地下水G：「気候変動への対応を目的とした都市域の地下水管理」

気候変動による降雨の変化の直接的な影響を受けて短期的な変動を示す表流水に対して、地下水は短期的な降雨の影響を受けにくいため、地表水と組み合わせて利用することにより、気候変動への適応策を案出できる。しかし、現状では地下水の過剰揚水による地盤沈下や、自然の地質や人為起源の汚染物質による水質低下の課題がある。そのため、地下水資源を保全し、将来の気候変動に備えるため、①地下水水質の現状と影響因子（揚水量、涵養プロセス、下排水の浸透など）の解析、②都市圏における地下水涵養プロセスの解明、③地下水中の溶存性有機物やアンモニア、ヒ素などの除去を目的とした革新的処理技術の開発、④地表水の不安定性を考慮した、気候変動に対応した地下水管理技術の創出、を行う。特に、ハノイの湖沼群を浅層地下水涵養源として、観測井戸の設置による地下水水位・水質・水温等のモニタリングとPhreeqC による反応解析、δO・δD などの安定同位体やGadolinium などの希土類元素をもとに、MODFLOW による地下水流動モデルの構築を通じて、汚染源や涵養プロセスの評価を行う。

５）水利用デザインG：「調和型水利用デザイン手法の開発と水利用シナリオの構築」

本プロジェクトの研究対象となるハノイおよび首都圏の都市部と郊外地域において、アンケート調査の結果と環境心理学的モデル、共分散構造解析や潜在構造分析、階層評価法などを用いたステークホルダーの水に対する意識や価値判断構造の解析を実施する。その成果を踏まえ、水源から水利用段階までのデザインに関わるさまざまな環境側面やコスト、受容性などのステークホルダーの選好に基づいた評価、現状の用途別水利用の解析と水に対する意識構造を考慮した将来における水利用動向の推定、そして地域協働を誘発するメカニズムの解析を実施することにより、調和型水利用をデザインする手法を開発する。そして、開発手法を利用して、様々な水資源を対象に、水量と水質に加えて、その水質を得るために必要なコストやエネルギー、気候変動への適応性、その水質の対する利用者の受容性なども考慮した都市水利用デザインをシナリオとして提案する。

３　研究実施計画
(1) 研究実施期間

　　　平成21年10月1日から平成27年3月31日まで　（　5　年間）
　　  ※研究終了時期は、研究実施の最終年の年度末とすることができます。
(2) 研究の主なスケジュール

※下記の例を参考に研究の主なスケジュールを記入（以下の例は研究期間が５年間の場合）。

※研究項目が複数ある場合は、できるだけ項目別のスケジュールや分担者が分かるように記載。
	研究項目
	２１年度

(６ヶ月)
	２２年度
	２３年度
	２４年度
	２５年度
	２６年度

(12ヶ月)

	０．研究総括

・目標の共有化（総括グループ）
・グループ間の連携の確立（総括グループ）

・研究成果の取りまとめ（総括グループ）
	
	
	
	
	
	

	１．都市水利用における水質リスク評価と新規水質指標の創出
・都市水利用における病原微生物の総合リスク評価（古米ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・水利用を想定した水質変容ポテンシャル指標の創出（古米ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
	
	
	
	
	
	

	２．気象変動を考慮した流域水資源の将来予測手法の開発
・水・物質輸送過程を表現可能な分布型流域水文・水質モデルの開発（石平ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
1) 流域水文・水質モデルの開発

2) 気候変動・土地利用変化に伴う河川水量・水質、地下水量の将来予測
・アジア地域の過去の気候変化と現在気候での広域場の特徴の把握（谷口ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・温暖化実験結果を用いた将来気候での広域大気場に関する解析（谷口ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・温暖化実験の力学的ダウンスケーリング手法の開発（谷口ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・ダウンスケーリング手法の適用と詳細な気候情報を用いた解析（谷口ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・将来気候における水資源賦存量及び渇水危険度に関する解析（谷口ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・温暖化にともなう湖沼・貯水池の水量、水質の将来予測（矢島グループ）
	
	
	
	
	
	

	３．都市雨水排水の多面的管理と雨水利用に向けた水質評価
・都市雨水排水の多面的管理と雨水利用に向けた水質評価（古米グループ）
・都市雨水の水量・水質データベースの構築（榊原ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
· 道路排水管理と雨水利用システムの開発（屋井ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
1) 実態調査（既存水質、関連技術）

2) 現地モニタリング
	
	
	
	
	
	

	４．気候変動への対応を目的とした都市域の地下水管理
・地下水水質の現状把握と地下水汚染源の推定（滝沢ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・新規微量汚染物質を対象とした革新的地下水処理技術の開発（滝沢ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・ 気候変動に対応した地下水管理戦略の創出（滝沢ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・地下水涵養源としての湖沼の役割評価と湖沼底質における水浄化機構の解明（林グループ）
	
	
	
	
	
	

	５．調和型水利用デザイン手法の開発と水利用シナリオの構築
・対象地域の選定と水利用シナリオの検討（荒巻ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

・水辺空間のデザインと住民意識、管理制度の整理（窪田ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

・パフォーマンスの定量化手法の検討（窪田ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

・用途別都市用水需要の実態調査（大瀧グループ）
・住民意識や価値判断の把握（荒巻・窪田ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

・地域協働メカニズムの解析（窪田ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・価値判断構造の解析とモデル化（窪田ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・統合的な環境パフォーマンス評価（窪田ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
・都市用水需要の将来予測手法の開発（大瀧グループ）
・対象地域における水利用シナリオの提示（荒巻ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

・水利用デザイン手法論の構築（荒巻・窪田・大瀧ｸﾞﾙｰﾌﾟ）
	
	
	
	
	
	


４　研究実施体制（研究チームの構成）
（１）　研究分担体制表（研究契約単位で記入下さい）
	グループ名
	研究代表者又は 主たる共同研究者氏名１)
	所属機関・部署・役職名２)
	研究題目３)

	古米グループ
	古米弘明
	東京大学 ・大学院工学系研究科・教授
	都市水利用における雨水管理、水質変容および総合リスク評価

	石平グループ
	石平 博
	山梨大学・医学工学総合研究部・准教授
	水・物質輸送過程を表現可能な分布型流域水文・水質モデルの開発

	谷口グループ
	谷口健司
	金沢大学・理工学域・特任助教
	アジア地域における気候条件及び水資源賦存量の長期変化傾向と変動の把握

	矢島グループ
	矢島 啓
	鳥取大学・大学院工学研究科・准教授
	温暖化にともなう湖沼・貯水池の水量、水質の将来予測

	榊原グループ
	榊原隆
	国土交通省国土技術政策総合研究所・下水道研究部・下水道研究官
	都市雨水排水の水量・水質データベースの構築

	屋井グループ
	屋井裕幸
	(社)雨水貯留浸透技術協会・技術第二部長
	道路排水管理と雨水利用システムの開発

	滝沢グループ
	滝沢 智
	東京大学 ・大学院工学系研究科・教授
	気候変動への対応を目的とした都市域の地下水管理

	林グループ
	林 武司
	秋田大学・教育文化学部・准教授
	地下水涵養源としての湖沼の役割評価と湖沼底質の水浄化機構の解明

	荒巻グループ
	荒巻 俊也
	東洋大学・国際地域学部国際地域学科・教授
	都市水利用のシナリオ構築

	窪田グループ
	窪田 亜矢
	東京大学 ・大学院工学系研究科・准教授
	都市水利用シナリオの評価および実現手法の検討

	大瀧グループ
	大瀧 雅寛
	お茶の水女子大学・大学院人間文化創成科学研究科・准教授
	用途別都市用水需要の将来予測手法の開発


 １) 研究代表者 又は 主たる共同研究者の氏名は、研究契約書では「研究担当者」として記載されます。

２) 所属機関・部署・役職名は研究契約書に記載しますので、正式名称を正確にお書き下さい。

３) 「研究題目」とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
（２）研究機関別　研究概要

古米グループ
研究題目：都市水利用における雨水管理、水質変容および総合リスク評価
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：
※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１） 都市水利用における水質リスク評価と新規水質指標の創出

１）都市水利用における病原微生物の総合リスク評価

これまでの水の微生物学的安全性に関する議論では、大腸菌を中心とする糞便汚染指標の濃度と安全性を直接的に関連付けていたが、病原ウイルスなどについても安全性を総合的に評価する必要がある。水の履歴情報と微生物測定を組み合わせて微生物リスクを総合的に評価し、必要な水処理法を提示する安全確保のための新しいスキームを構想している。そのため、水の履歴情報の活用法と、測定対象とすべき病原微生物の指標性の評価、微生物測定法の開発を行う。

２）水利用を想定した水質変容ポテンシャル指標の創出

水質の時間的な変化は、水中の微生物による有機物分解と生成により支配されている。そこで、微生物と有機物の相互関係性を双方から把握することにより、「水質変容ポテンシャル」という斬新な指標を創出することを目指す。微生物解析については、安定同位体プローブ法(SIP)、アイソトープアレイ法など同位体トレーサーを利用し、水中に存在する微生物群集の有機物資化特性を解明する。

（２） 都市雨水排水の多面的管理と雨水利用に向けた水質評価

雨水量は、時間変動が非常に大きい一方で、地下に浸透することにより利用しやすい浅層涵養地下水になる。そこで、道路排水については浸透過程での水質変容（例えば、重金属の脱吸着や形態変化、吸着競合）やそれに伴う地下水汚染リスクを明らかにする。そして、水の安全性確保のための浸透施設管理手法を提案する

石平グループ
研究題目：水・物質輸送過程を表現可能な分布型流域水文・水質モデルの開発
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：

※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１）流域水文・水質モデルの開発
分布型水文モデルYHyM/BTOPMCに汚濁物質輸送過程を導入した水質モデル(吉村・竹内, 2007)をベースとして、都市の水道水源としての河川水量・水質を再現・予測できるモデルを開発するとともに、河川水との関係を考慮した地下水モデルを開発する。
（２）気候変動・土地利用変化に伴う河川水量・水質、地下水量の将来予測
上記の流域水文・水質モデルに、流域水資源グループ(2)から提供される将来の気候外力条件や、土地利用変化シナリオを与えることにより、数千km2～数10万km2スケールの流域内における河川水量・水質や、地下水量の時空間分布を予測する。
谷口グループ
研究題目：アジア地域における気候条件及び水資源賦存量の長期変化傾向と変動の把握
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：

※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１）アジア地域の気候条件の長期変化傾向と変動の理解
再解析データ、温暖化実験の結果などを用いて、アジア地域における広域大気場の特徴の変化と流域の水量・水質変化に影響を及ぼす因子の長期変化傾向や気候変化下における年々変動、季節進行を明らかにし、現在気候との比較、影響評価を行う。
（２）温暖化下における水資源賦存量の算定及び長期変化傾向と変動の解析
温暖化実験結果及びそのダウンスケーリング結果を用いて、降水、気温等の気象要素及び年間水収支（最大利用可能な水量：水資源賦存量）の変化を算定する。また、渇水被害をもたらす少雨の頻度や継続期間等の解析も行う。温暖化実験の不確実性の取扱いや、それを含めた評価方法を検討する。
（３）ダウンスケーリングによる流域気象情報の整備
気象モデルを用いた力学的ダウンスケーリング手法により、石平グループ、矢島グループで実施する流域水文・水質モデル、湖沼モデルを用いた研究の気候外力を整備・提供する。また、ダウンスケーリングした降水量データについては、都市域における将来の雨水利用のあり方（都市雨水管理・利用グループ）の検討にも用いられる。
矢島グループ
研究題目：温暖化にともなう湖沼・貯水池の水量、水質の将来予測
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：

※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１）流域水道水源の汚染リスク要因の抽出
地理情報システム(GIS)を用いて流域における水道水源の汚染要因（特に、病原微生物と濁質）に関する情報を管理・解析することにより、水源汚染のリスク要因を抽出する。また、これらの情報から病原微生物と濁質の輸送過程を明らかにすることにより、湖沼・貯水池への汚染物質流入量を予測する。
（２）温暖化にともなう湖沼・貯水池の水質変化の予測とリスク解析
気候外力の変化や流入水量・水質の予測値を湖沼水質モデルに与えることで、湖水の水質及び生物環境の変化を予測する。また、藻類とともに病原微生物や濁質など水源の取水制限問題を引き起こす物質を対象にリスク解析を行う。
（３）湖沼・貯水池の水質変化が下流域に及ぼす影響の検討
湖沼水質モデルを用いて、温暖化等によって起こる湖沼・貯水池の水質変化が、放流水を通じて下流域の水質に及ぼす影響を明らかにする。また、幾つかの温暖化シナリオに対する下流水質への影響の違いを評価するだけでなく、貯水池の選択取水設備の操作などによる影響軽減の可能性についても検討する。
榊原グループ
研究題目：都市雨水排水の水量・水質データベースの構築
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：

※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１）都市雨水排水の水量・水質データベースの構築

都市雨水としての利用可能性が高い道路排水、屋根排水を中心に、各管理者等に分散所有されている水量・水質情報を調査条件とあわせて誰もが広く閲覧・利用可能なデータベースを構築する。
屋井グループ
研究題目：道路排水管理と雨水利用システムの開発
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：

※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１）道路排水管理と雨水利用システムの開発

従来の流下型の雨水管理を見直し、道路排水に対する新たな雨水管理手法（流出抑制：水量・水質）や雨水利用技術を開発する。雨水は、質･量とも変動性が大きく利用の観点からは水源としての安定性が脆弱である。補完水源として地下水に着目し、適切な地下水涵養を促進しその適正な利用を図るため、利用用途に応じた雨水の水質基準や人工涵養する際の水質基準の検討が必須である。そこで、研究代表者の「都市雨水排水の多面的管理と雨水利用に向けた水質評価」の研究項目と連携して、雨水の原水や集水・貯留（浸透）および処理の各過程での水質変容を体系的に調査する。
滝沢グループ
研究題目：気候変動への対応を目的とした都市域の地下水管理
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：

※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１） 地下水水質の現状把握と地下水汚染源の推定

地下水の涵養過程における水質変化をマルチトレーサーとPhreeqCにより解析するとともに、土壌コアサンプルの分析や、MODFLOWを用いた地下水の流動解析などにより地層由来や人間活動に由来する汚染物質の解析を行う。また、地表からの汚染や、地下水浸透経路の推定のために、医薬品類、PFAsといった人為起源の微量汚染物質の分析を行う。
（２）新規微量汚染物質を対象とした革新的地下水処理技術の開発
地下水資源が水利用者の近くで得られる水資源である利点を活かして、POU（Point-f-Use）型の処理システムを考案する。具体的には、ゼオライトのアンモニア吸着能やドロマイトの殺菌効果、カーボンナノ粒子や酸化鉄ナノ粒子の有機物吸着効果と膜ろ過プロセス、代替消毒技術（紫外線）との組み合わせにより、溶存性の汚濁物質処理に特化したPOU-hybrid membrane systemの開発を行う。

（３）気候変動に対応した地下水管理戦略の創出（他のサブグループとの連携）
地下水の特徴である短期的な降雨変動などの影響を受けにくい利点を活かし、地表水との組み合わせにより気候変動に対応するための地下水管理技術を創出する。そのために、流域水資源グループと連携して、地表水の利用可能量の変動予測データをもとに、地下水の管理方策について検討する。
林グループ
研究題目：地下水涵養源としての湖沼の役割評価と湖沼底質の水浄化機構の解明
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：

※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１）地下水涵養源としての湖沼の役割評価
都市域に存在する湖沼の、地下水涵養源としての役割・機能を評価する。下水・排水設備の整備が不十分な途上国の都市域においては、湖沼は恒常的な地下水涵養源であるだけでなく、降水や排水の一時的な貯水施設でもあり、豪雨による水害を緩和する機能を有する。一方、有害物質を含む降水や排水が湖沼に流入することにより、人為起源の汚染物質の地下水への直接的な供給経路にもなり得る。滝沢グループと共同して、ハノイ市内の湖沼と周辺の地下水の関係や、降水に対する水位の応答性を明らかにし、湖沼が有する貯水機能や地下水涵養の量的・質的な役割について評価する。

（２）湖沼底質の水浄化機構の解明
湖沼堆積物が有する、各種汚染物質の除去機能を評価する。一般に、湖沼の底質中は還元的な環境にあり、有機物など汚染物質の一部は分解・除去される可能性がある。また、湖沼水が底質中を浸透・通過する過程で、一部の汚染物質が吸着・除去されることも考えられる。滝沢グループと共同して堆積物の不撹乱試料を採取し、底質ならびに間隙水の化学・物理性状を分析するとともに、堆積物を用いたカラム試験を実施することによって、汚染物質の除去機能を評価する。

これらの研究結果は、流域水資源グループや雨水グループ、都市水利用デザイングループの検討にも用いられる。
荒巻グループ
研究題目：都市水利用のシナリオ構築
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：

※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１）都市水利用のシナリオ構築
将来的にどのような水利用がどの程度想定されるのか、それに対してどのような性質の水がどの程度使いうるのか、どのようなシステムにより利用することが包括的に見て環境に優しく、かつ利用者などさまざまなステークホルダーに受け入れられるものであるのか、といった事柄に配慮する。そして、水源から具体的な水利用までの技術的・社会制度的なシステムをデザインするための手法論を、他グループの成果を活用しながら構築するとともに、それを利用して都市水利用の将来シナリオを設定する。
窪田グループ
研究題目：都市水利用シナリオの評価および実現手法の検討
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：

※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１）水を活かしたまちづくりにおける地域協働メカニズムの解析
さまざまな水源を水質に応じて親水利用することに注目し、具体的な空間のデザインと地域住民の評価、地域のさまざまな主体が協働していくために必要となる制度や水質リスクなどの情報とその提供方法などの地域協働のメカニズムを解析する。解析にあたっては、参与観察やアンケート調査などから得られる情報と心理学的なモデル、共分散構造解析等を利用する。
（２）価値判断構造の解析とモデル化
水に対する意識や利用行動を支配する要因、水の価値の判断とその要因、水に絡んだ環境配慮行動を引き起こす要因などについて、アンケート調査によって得られるデータと心理学的モデル、共分散構造解析、潜在クラス分析、階層分析法（AHP）などの統計学的手法を利用することにより、意識や行動を誘発する心理構造や価値判断の構造のモデル化を行う。
（３）都市水利用システムの統合的な環境パフォーマンス評価
さまざまな都市における水利用システムについて、システムのライフサイクルにわたる温室効果ガス排出量や気候変動の適応策への貢献度など総合的な環境パフォーマンスの評価を実施するとともに、コンジョイント分析や階層分析法などを用いてコストや利便性など地域住民の価値判断をふまえた統合的なパフォーマンスの評価を実施する。
大瀧グループ
研究題目：用途別都市用水需要の将来予測手法の開発
※研究題目とは、研究契約単位に設定される研究名称で、そのまま研究契約書に記載されます。なお、原則として研究題目名は研究実施期間中変更しません。
研究実施項目・概要：用途別都市用水需要の将来予測手法の開発
※各グループが実施する研究項目と研究概要を記載して下さい。また、各グループがチーム内で果たす役割・必要性等も記載して下さい。
（１）用途別都市用水需要の将来予測手法の開発
人々の水に対する意識や利用行動を、アンケート調査と潜在クラス分析などにより検討し、気候変動や将来の社会経済変化を考慮した将来の用途別都市用水需要を予測する手法を開発する。現状の用途別水需要の情報が整備されていないハノイにおいて、簡易流速計を用いた実測調査とアンケート調査を併用して用途別水需要を推定する。
　※　グループが複数ある場合には、研究代表者のグループと同様の項目に従って記載して下さい。

５　その他

　　　※研究を進める上での特記事項や要望などがあれば記入。
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